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アケメネス朝時代バビロニアにおける売買契約文書＊

A　Sale　Contract　from　the　Achaemenid　Babylonia

　　housed　in　the　Kyoto　URiversity　Museum
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Abstract　This　paper　presents　the　transliteration　and　translation　of　a　cuneiforfn　tablet　（Museum

nuinber　993－90），　one　of　five　unpublished　cuneiforin　tablets　housed　in　the　Kyoto　University　Museum．　The

tablet　is　a　sale　contract　concerning　ownership　of　a　real　estate　and　a　slave，　crafted　in　Babylon　under　the

Achaernenid　Empire　in　the　18th　year　of　Darius　1　（507　B．　C，　E．）．　lt　is　from　the　archive　of　the　Egibi　family　：　a

family　famous　for　its　private　enterprises　in　Baby王on　dur恥g　the　6th　century　B，　C，　E．　The　co疏tract　details

are　carved　on　the　obverse　whi｝e　the　names　of　the　witnesses　appear　on　the　reverse，　According　to　the

contract，ム励t2－itta2ztl，　who　was　a　proxy　of　the　head　of　the　Egibi　farnily，　bought　ownership　of　5　qande　of

property　and　half　ownership　of　a　slave　from八iergal－z‘露g狛、　The　text　also　spec澁es　that　the　silver　paid　for

the　purpose　was　of　Mardufe－naz2－aPli，　the　head　of　the　Egibi　family　in　that　period，　and　the　tablet　itseif　had

been　made　for　him．　Since　IVergal－us’e－2ib，　the　seller，　was　his　brother，　the　contract　was　made　betweeR

brothers　of　tlte　Egibi　family　via　a　proxy．　A　duplicate　of　this　tablet　belongs　to　the　British　Museum　（BM

30637；Dar，　467），

Keywords　cuneiform　tablet（撰二文字粘土板），Akkadian（アッカド語〉，　Achaemenid　Babyionia（ア

　　　　　　ケメネス朝期バビロニア），K：yoto　University　Museum（京都大挙総合博物館）

は　じ　め　に

　京都大学総合博物館には約60点の撰形文字粘土板が所蔵されている。この内56点は，京

都帝国大学の濱田教授が，イギリス・オクスフfi・一ド大学滞在中に瞬大学のアッシリア学の

＊資料を提供していただいた京都大学総合博物館と，調査にあたって多大なご協力をいただいた村

　上由美子氏と横由操氏に深謝する。また，本稿の執筆にあた！l　，貴重な助書をいただいた日本学

　衛振興会特別研究員の渡井葉子氏と，同氏を通じてコメントを下さったパリ第1大学名誉教授

　Francis　Joann6s先生に感謝の意を表する。

　　なお，本稿で使用する略号は以下の通りである。BM瓢British　Museum；CAD踏M．　T．　Roth　et

　ai．　（eds．），　The　Assyrian　Dictionary　of　the　Oriental　lnstitute　of　the　Universily　of　Chicago　；　Dar．　＝」．

　N　Strassmeier，　lnschrzften　von　Darius，　KOnig　von　Babylan　；　Nbn．　＝＝」．　N．　Strassmeier，　fnschrtften

　von　Nabonidus，　KOnig　von　Babylan．
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講師であったボールC．J．　Ball博士から譲り受けた撰形文字粘土板文書である1）。残り4点に

ついては，寄贈の経緯は不明であるが，ボール博士と，オクスフォード大学のアッシリア学

教授であったセイスA．H．　Sayce博士，京都帝国大学の内田銀蔵博士から寄贈された粘土板

である［申原1927：79］。

　所蔵されている粘土板の作成年代については，紀元前3千年紀ではアッカド時代に作成さ

れたものが1点とウル第三王朝期の文書が54点，紀元前2千年紀では古バビロニア時代の

ものが2点，カッシート時代のものが1点，ヒッタイト時代のものが！点ある。また，紀元

前！千年紀に作成された粘土板も1点所蔵されている。この内，中原与茂九郎は1927年に

古バビロニア時代のウルクで作成されたシュメール語粘土板（博物館番号993－54）の翻字

と日本語翻訳写真を出版している［申原1927］。また，その翌年にはアッカド期・ウル第

三王朝期のシュメール語粘土板55点（993－1～993－55）の写真とハンドコピー，翻字および

英語翻訳を出版している［Nakahara！928〕。ただし，残りの粘土板5点（シュメール語1

点，アッカド語3点，ヒッタイト語1点）は未公刊のままであった。本稿では，アッカド語

で書かれた未出版の粘土板3点の内，紀元前6世紀のアケメネス朝ペルシア時代に作成され

た粘土板について報告する（博物館番号993－90。以下，993－90）2＞。

1　粘土板993－90の概要

　粘土板993－90は，縦51mm，横67　mm，厚さ21　mmの横長の形状をしており，アッカ

ド語が刻まれている£図1・2参照］3＞。裏面の最終行には，ダリウス1憧18年（前504年），

アケメネス朝支配下のバビロンで作成されたことが記されている。

　款バビロニアおよびアケメネス朝ペルシア時代のバビロニアでは，前7世紀以降，アラム

語が支配的な出語となっていたが，バビロンを中心にアッカド語で書かれた撰形文字粘土板

文書も相当数見つかっている。Jursaによると，薪バビロニアの成立した前7世紀末から前

5世紀初めの約150年に作成された文書でその存在が知られているものは，19，000枚にのぼ

1）　中原（1927：79）は，それらをニップール出土の粘土板であるとしているが，プズリシュダガ

　ンで作成されたと思われるシュメール語粘土板も数点含まれている。

2）　1928年に出版された隙都窪國大学文學部陳列館考宵兜焼には，「第110酒亜門状文字泥章」

　として9枚の粘土板写真が掲載されている。その内，写真（3）については「ボール潜寄贈及鶴蔵

　品」の「ダリウス時代文書」との説明がある。しかし，写真（3）は，実際には古バビロニア蒔代

　に作成された粘土板であり，この記載は誤りである。博物館の寄贈詑録には1925年に「博物館番

　号（90）Darius　Tablet　l個」がボール氏から寄贈されたと正しく記録されているため，考古図録

　の写真（3）には，本来は993－90の写真が掲載される予定であったと考えられる。なお，森若葉

　氏による古バビロニア時…代の粘土板文書についての論考は「京都大学総合博物館所蔵弓形文字粘

　土板資料（1）一一古バビロニア時代不動産売買文書一jとして本稿と岡じ号に掲載されている。

3）993－90の表爾のカラー写真は京都大学総合博物館編跨毒図録濃［2017：109，資料番号145］

　に掲載されている。
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る［Jursa　2010：7］。それらの文書には，ウルクの神殿エアンナやシッパルの神殿エバツバ

ル等で作成された行政関係の文書の他，私的経済活動を行った一族や個人の文書群が含まれ

る。

　なかでも四時のバビロンで私的経済活動を行った一族として最もよく知られているのがエ

ギビ家である。エギビ家は，前7世紀末に事業を開始して以来，農地経営の投資ビジネスを

基盤として財をなし，王室との繋がりを持ちつつ5世代にわたって経済活動に従事し，特に

アケメネス朝支配下にあった前6世紀のバビwンでは最も突出した実業家となった4）。その

経済活動は土地経営や銀・農作物の貸し付け，遠距離交易など，多岐にわたり，前5世紀初

めまでに250G枚以上の文書を残している［渡井2e！2：　2］。粘土板993－90は，このエギビ

家に関連する文書である。その内容は，前6世紀宋にエギビ家当主であったマルドゥク・

ナーツィル・アプリと彼の兄弟であるネルガル・ウシェージブの問で行われた，土地と奴隷：

の所有権についての売買契約である。

　粘土板993－90と嗣一の書式・内容の粘土板が大英博物館に一点所蔵されている［BM

30637；Dar．467］（参考資料①）。また，大英博物館に所蔵されているBM　31737（Dar．465）

は，993－90およびDar．467と怖じ契約内容を記録しており，いずれも993－90と岡日（ダリ

ウス18年第1月24日）に作成されている（参考資料②）5｝。大英博物館が所蔵するDar．

467とDar．　465については，これまでPeiserが1891年にドイツ語翻訳を，　Strassmeierが

1892年にハンドコピーを出版している〔Peiser　l891；Strassmeier　l892］。また，　Petschow

もDar．467の翻字とドイツ語翻訳を出版している£Petschow　1954：13！－132］。さらに，

2002年からJoann6sはこれらの文書の翻字とフランス語の要約をインターネット上に公開

している61。これらの出版を参照し，993－90の翻字と翻訳を以下に示す。

4）エギビ家の歴代の当主は順に，シュラヤ（前606－582年），ナブー・アッヘー・イッディン（前

　590－543年），イッテイ・マルドゥク・バラートゥ（前551－522年），マルドゥク・ナーツイル・

　アプリ（前521487年），ニディントゥ・ベール（前490－482隼）である［渡井2013：2，　n．　4］。

5）993－90・Dar．467・Dar．465と同臼に作成されたエギビ家の文書には他にもBM　41433（Day．

　466）がある。1）ar．　466は，その他3点とは異なる土地の売買を認録しているが，同様の形式で取

　引が行われている。

6＞　Joan蛇s（2002）Strassmaier，　Dai：467〈http：／／www．　achemenet．　com／en／item／？／207806！；

　BabylonianQ／020texts＆1687645＝＝Egibi＆3321266＝＝DariusO／e201＆3352559　：18＆1＝a＆c＝1＆t＝1．4／1／24／

　1／1662554＞（2017／06／02アクセス）；Strassmaier，　Darius　465〈http：／／www．　achemenet．　com／

　en／item／？　／2078061＝Babylonian9620texts＆1687645＝＝Egibi＆3321266：＝DariusOf6201＆1＝a＆c＝1＆t＝

　1．4／15／24／1／1662508＞（2017／06／02アクセス）．
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図1993－90の写真
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∬　粘土板993－90の翻字と翻訳

　1

表面

　1．

　2．

　3．

　4．

　5．

　6．

　7．

　8．

　9，

翻字

［5］　GIMES　zl　〈a－hi＞　idEN－s’zi－zi2－an－ni　Hv　A，　rLA”　［sVa’］

［i］　”ci”U．GUR－ab－s“e－2ib　DUMU　s“a’　iKI－dAMARUTU－TIN　DUMU　i，1！一［giwwbi］

「齢歪dAGゴた如ッz％DUMU彪ilR－ia　DUMU　Idi30－DINGIR

ina　SUii　idU．GUR－ab－s“e－zib　a－na　25／6　MA．NA　KU．BABBAR　s”a’　ina　1　GIN　bit－qa

nza－zah－hbl－tab　imwwhuwwru　KUBABBAR　s”u－a－ti　s’di

【dAMAR．UTUッzα一5ゴγ一IBILA　5z‘一銘ぷ湧一如一ri　a－na

5効％一彪541dAMAR．UTU－nα一5〃一IBILA隅一z2語一グ4－ri

mimwwmu　HA．LA　s“a’　idAG－it－ta－nzt　i－na　GIMES

ab　LIJ　a－me－lar－tac4　sVu－a－tz’　ia－a－nu

　
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
！

面

　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2

裏

LU　mzt－fein－nu　ilR－dKA　DUMU　sVa’　iKARnvdAMAR．UTU　LU．GAL．DU

idAG－bul－lit．一su　s“a’　iKAR－dAMAR．UTU　DUMU　iDan－neLevea

idAMAR．UTU－EN－s”u’一nzt　DUMU　s’a’　iKI－dAG－TIN　DUMU　iDamabi－bi

if－qu－pzc　DUMU　sVa’　idAGrmPAP　DUMU　LU　SIMUG

idUTU－SU　DUMU　sVa’　iBa－niwwia　DUMU　LU．USBAR

idAG．KAR．ZI．MES　DUMU　sVa’　iNi－qud－a　DUMU　id30rna－din－rvlU

【Ua一αフz一ろα一昭DUMU語ifna－clEN－zfl－ta－ra－a夕

iKal－ba－a　DUMU　s’a’　iAG．SES．MES－MU　DUMU　iEwwgi－bi

IdEN一露一纏ッz％DUBSAR　DUMU彪王BA一彪一dAMAR．UTU

DUMU　iUR－dNANNA　TIN．TIR．KI　ITI．BAR　U，24．KAM

MU．18．KAM　iDa’a－ri－ia’一musv

LUGAL　TINTIRKI　LUGAL　KURKUR

　2

表面

　1一一5

翻訳

［5〕カーヌ（約6125m2＞とベール・シュジズアンニ（β2Z一伽g磁73フzの，エギビの

子孫イッティ・マルドゥク・バラートゥ（ftti－Mardzck－balditZf）の子ネルガル・ウ

シェージブ（Nergal－z磁z㈲の取り分。これをシーン・イリー（勘z耀のの子孫ア

ルディアG4履yα）の子ナブー・イッタヌ（翫櫨一∫伽z勿は，ネルガル・ウ

シェージブの手から，25／6マナ（湿170シェケル，約1411g）の銀，！シェケルにつ
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　　き1／g合金のnuhhbltbl銀7）で購入した。

5－9：その銀は，マルドゥク・ナーッィル・アプリ（Marduk一一nasir－aPli）のものである。

　　この文書はマルドゥク・ナーッィル・アプリのために作成された。これらのカーヌ

　　と奴隷に対してナブー・イッタヌの取り分は何もない。

裏面

　10－17：言鑑ノVQ

　　　　果樹園の管理人エティル・マルドゥク（EtirmmMardasfe〉の子アラド・バ・一m一ブ

　　　　（Arad－Bdbu）　，

　　　　ダンネーア（Danne－a）の子孫エティル・マルドゥク（Etir－Marduk）の子ナ

　　　　ブー・ブッリッス（1腋磁一伽Z傭εめ，

　　　　ダビビ（Dabibi）の子孫イッティ・ナブー・バラートゥ（ftti－Nabaf－balatu）の子

　　　　マルドゥク・ベールシュヌ（ル勉γゴz‘々一62Z5襯の，

　　　　鍛冶崖の子孫ナブー・アハ（Nabab－aba）の子イクプ（妙伽），

　　　　織工の子孫バーニヤ（Bdiniya）の子シャマシュ・エリーバ（SamasiL2励α），

　　　　シーン・ナーディン・シュミ（Sin－ndidinwws－umi＞の子孫ニクダ（Niquda）の子ナ

　　　　ブー・エツィル・ナプシャーティ（翫観一顔物π砂銅切，

　　　　イナ・ベール・ウルタラバ（fna－be’1－ultarab）の子ハンバク（Uanbaqu），

　　　　エギビ（Egibi）の子孫ナブー・アッヘー・イッディン（撒翻協妙2－iddin）の子

　　　　カルバヤ（Ka／bdi）

　18－19：カルビ・ナンナ（Ka／bi－Nannα）（の）子孫イキーシャ・マルドゥク（匂なα一

　　　　Marduk）の子ベール・イッタヌ（Be’1－ittanu），書記。

　19－20：バビロン。バビロン（の）王，諸国の王ダリウス18年第！月24日。

　3注釈

1行

　993－90：1とDar．467：1は，いずれも冒頭の！～2文字分ほどが欠損しているs）。岡じ取

引を記録したDar．465：2では，10カーヌの家の半分と奴隷ベール・シュジズアンニの所有

権の半分が売買されていることから，Petschow（1954：132）はDar．467冒頭の欠損部を

「半分」（［a－ki］）と補ったが，　Joannes（2002）は実際の面積を補って［5］カーヌとしてい

る9）。993－90の翻字にあたっては後者に従って「5」を補った。また，Dar．467：！では奴隷

7）7z三三‘％は銀の品質を表している［CAD－n：318］。

8）　Dar．　467：1については，　Strassmeier（1897：332＞を参照されたい。

9）Peiser（1891：33）は，　Dar，465とDar，467で購入されている土地を半分とはせず，　IO底心ヌ

　としている。
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ベール・シュジズアンニの所有権の半分が売買されたことが明らかである（ahi

Be“1一・Su2izanni）が，993－90には「半分」（a－ki）にあたる語が欠けている。

　PetschOw（1954：132）とJoann6s（2002）は，　Dar．467：1の行末にベール・シュジズア

ンニを指す「奴隷」（lz2　qal－la）という語を補っているが10）、993－90ではHAの文字とLA

の文字の一部が読み取れるため，「取り分」（UA．「LA”）としている。

4行

　土地と奴隷：の購入額である銀の重さについて，Strassmeier（1892：332）によるDar．467

のハンドコピーは25／6マナであることを示しており，Petschow（1954：！32）も25／6マナと

している。ただし，Joannes（2002）はDar465：7のハンドコピーに基づき，　Dar　467：4に

ついても実際には2と読めるが3の問違いであると指摘しているlll。993－90では，「2」の

文字に一本の横線が入っていることから，i／3のようにも見えるが，これは書記による誤りと

考えられる。

5行

　第4行の「2」の文字に横線が入っているのと同じように，第5行の伽一a－tiのaの文字

には本来は不必要と思われる横線が二本ある。

！7行

　Strassmeier（1897）のハンドコピーによれば，　Dar　467：17とDar　465：5に現れるカルバ

ヤの父はベール・アッへ一・イッディン（idEN．SES．MES．MU）であり，　Joannes（2002）も

それに従っている三2）。しかし，993－90では、カルバヤの父親の名前の冒頭はENではなく

AGであり，ナブー・アッヘー・イッディン（itiAG．SES．MES．MU）と読める。したがって，

このカルバヤはエギビ家第2代当主ナブー・アッへ一・イッディンの養子・で，第3代当主

イッティ・マルドゥク・バラートゥの義理の兄弟である可能性がある13）。

10）Peiser（1891：33）はこの部分を補っていない。「奴隷」（qallu）についてはCAD［一q：64－66］

　を参照されたい。

11）Dar．　465：7では購入額の記された部分が～部欠損しているが，　Strassmeier（1897：332）のハ

　ンドコピー一は3と％の文字の一部が見えるため，Joannes（2002）の指摘は，これに従ったもの

　と考えられる。

12）Peiser（1891＞とPetschow（1954）は，いずれも裏写に列挙される証人のリストの翻訳・翻字

　はしていない。

！3）　カルバヤはT第2代エギビ家当主ナブー・アッへ一・イッディンの甥であったが，ナボニドス

　治世10年（前54！年）にその養子に取られた（Spar＆von　I）assow　2012：84）。993－90が作成さ

　れた3日後　ダリウス治世18年第1月27日付の別の契約文書（Dar．　468：2）でも，カルバヤは

　ナブー・アッへ一・イッディンの子として現れる。
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盃　取引の内容について

　993－90および1）ar．467の表面に記されている取引内容は，ナブー・イッタヌという人物

が，5カーヌの土地と奴隷ベール・シュジズアンニの所有権の半分を，ネルガル・ウシェー

ジブから25／6マナ（あるいは35／6マナ）の銀で購入したというものである。その購入に使用

された銀を出資したのは，エギビ家第4代当主であったマルドゥク・ナーツィル・アプリで

あり，文書霞体も彼のために作成されたと記されている。また，両文書ともナブー・イッタ

ヌにはこの土地と奴隷の所有権の取り分はないという文言で終わっている。

　993－90およびDar．467と同鶏に作成されたDar．465には，このとき取引された土地と奴

隷について，より詳細に説明されている。それによれば，ナブー・イッタヌがネルガル・ウ

シェージブから購入したのは，フルサダカラマの町にあるエリーバ・マルドゥク

（Eriba－Mardufe）という人物の家の隣の10カーヌの土地の半分と，カルバヤという人物が

所有していた奴隷ベール・シュジズアンニの所有権の半分であった［Dar．465：2－4］。

　エギビ家がバビロン近郊の都市キシュのフルサダカラマに不動産を所有していたことはい

くつかの文書から確認されている［渡井2013：8］。Nbn．967からは，ナボニドス16年（前

536年），エギビ家第3代当主イッティ・マルドゥク・バラートゥが，所有するキシュのフ

ルサダカラマの家と奴隷一人を義理の兄弟カルバヤへ賃貸に出したことがわかる141。この

イッティ・マルドゥク・バラートゥが死去すると，ダリウス1世1年（葡521年），嫡子で

あったマルドゥク・ナーッィル・アプリが家督を継いでエギビ家第4代当主となった。その

後，ダリウス1穫14年夏前508年）第11月24日，マルドゥク・ナーツィル・アプリは，

二三の弟たちネルガル・ウシェージブとナブー・アッへ一・ブッリトの訴えに応じ，それま

では共周名義であった不動産と奴隷などの相続財産を兄弟の問で分翻している［Dar．

379］15＞。しかし，この財産分割に関する文書Dar．　379には，先代のイッティ・マルドゥク・

バラートゥがカルバヤに貸出したフルサダカラマの家についての奮及はない。このことから，

ダリウス1世14年の時点では，それらの財産はまだカルバヤへ賃貸に出されたままであっ

たと考えられる16｝。そうであれば，Dar．　379が作成されたダリウス1世14年から993－90が

作成されたダリウス1世18年（前504年）の間に，カルバヤに貸出されていた家の土地と

奴隷の所有権の半分がエギビ家当主の兄弟ネルガル・ウシェージブの手に渡っていたのだと

推定される。そして993－90とDar．467およびDar．465には，上述のある時期にネルガル・

14）　ただし，このときカルバヤに貸し出された奴隷はベール・シュジズァンニではなく，シリム・

　ベール（Silim－Be“1）という入物であった（Kbn．967：2）。

15）Dar．379とその中で扱われている都市不動産の岡定については，渡井（2013）を参照されたい。

16）Spar＆ven　Dassow（2012：131）および渡井（2013：8）を参照されたい。また，993－90と

　Dar．　467およびDar．　465が作成された3日後には，カルバヤは家異をマルドウク・ナーツィル・

　アプリとネルガル・ウシェーージブに与えている（Dar、468＞。この家具はカルバヤが賃貸していた

　ものかもしれない。
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ウシェージブが所有するようになったフルサダカラマの土地と奴隷の所有権を，今度は兄の

マルドゥク・ナーツィル・アプリが購入したことが記されている。

　ただし，実際の売買は兄弟間で行われず，ナブー・イッタヌという第三者を立てた代行契

約が行われだ7）。契約がより詳細に記されているDar．465については，実際の購入者であ

るマルドゥク・ナーツィル・アプリの資本を受けた仲介者のナブー・イッタヌが，ネルガ

ル・ウシェージブから土地と奴隷の所有権を購入し，その名前で結んだ契約書である。一方，

993－90およびDar．467は実際の購入者であるマルドゥク・ナーツィル・アプリのために作

成された文書である。そのため、契約の内容を記すと共に，仲介者であるナブー・イッタヌ

には取引された財産に取り分がないことが明記されている［Baker　2003二250］。したがって，

993－90とDar　467は取引の際に　ll｛ts作成された同じ文書であり，実際の購入者マルドゥク・

ナーッィル・アプリと仲介者ナブー・イッタヌがそれぞれ保持していたものである胃能性が

ある。

17）伸介者を立てる土地売買の形式についてはPetschow（1954）がまとめている。993－90・Dar．

　467・Dar，465と購日に作成されたDar．466にも伸介者を立てた兄弟聞の土地の売買が詑録され

　ている。その中では，アルディ・ババという人物がネルガル・ウシェージブからバビロンにある

　ウラシュ門向かいのナツメヤシ園を購入している［Wunsch　1999：400］。ここでも，土地を購入

　するための銀を出資したのはマルドゥク・ナーツィル・アプリであった。アルディ・ババにはそ

　の土地に取り分はないとされ，この文書はマルドウク・ナーツィル・アプリのものであると記さ

　れている。したがって，この場含も，マルドゥク・ナーッィル・アプリが，アルディ・ババを介

　してネルガル・ウシェージブから土地を購入した記録である。
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参考資料①　Dar．　467　en字と翻訳i8＞

Dar．　467

翻字

衰面

　1．

　2．

　3．

　4．

　5a

　6．

　7．

　8．

　9．

［5］G王klES　zl蓋dEN一働一zig一［an－ni　lck　qα1一♂α朗

iti

t．GUR－ti－sVe－2ib　DUMU　sVa’　iKI－dAMAR．UTU－TIN　DUMU　’E’　［gi－bi］

諏IdAGゴた如ッz％DUMU　5611R－ia　DUMU…d30－DINGIR

ina　SUIi　idU．GUR一詑魂一gめαッza　2slc（3i）％MA．NA　K：U．BABBAR彪ガァzα1GIN餌一qa

nu－uh－hzt－tab　im－lzzt－ru　KU．BABBAR　sVzt－a－ti　s’a’

idArvlAR．UTU－na一＄ir－IBILA　s“u－ab　s’a’一ta－ri　a－na

si一ろz仁誘因IdAMARUTUッzα一画一IBILA働一銘彪一ti－ir

mim－mu　MA．LA　sVa’　iclAG－it－ta－nzt　i－na　GIMES

z≧LUα一me－IZt－tu4　s“Zt－a－ti　iα一aツ1ze

裏面

　10．

　IL

　12．

　13．

　14．

　15．

　16．

　17．

　18．

　19．

　20．

LU　mu－kin“nu　ilRdKA　DUMU　sVa’　iKAR－dAMAR．UTU　LU．GAL．DU

idAG－bul－lit，一sac　s”a’　iKAR－dAMAR．UTU　DUMU　iDanwwne’一e－a

idAMARUTU－EN“s“u’一nu　DUMU　s“a’　iKI－dAG－TIN　DUMU　iDa－bi－bi

il－qu－pu　DUMU　sVa’　idAG－PAP　DUMU　LU　SIMUG　idUTU－SU

DUMU　sVa’　iBa－ni－ia　DUMU　sVa’　LU．USBAR　idAGKAR．ZI．MES

DUMU　s’a’　iAri“qud－a　DUMU　id30－na－din－MU　iUa－am－ba－qu

DUMU　s“a’　ifna－dEN－ul－ta－ra－ah　iKal－ba－a　DUMU　sVa’

idEN．SES．MES－MU　DUMU　iE“gi－bi　idEN－it－tan－fzar

DUBSAR　DUMU　sVa’　iBA－s“a’一dAMAR．UTU　DUMU　iUR－dNAI〈INA

［TIN］．TIRKI　ITI．BAR　U，24．KAM　MU．18．KAM

［｛Da］一ri－id－mzts“　LUGAL　TIN．TIR．KI　LUGAL　［KURKUR］

翻訳

表面

　1－5：［5〕カーヌとベール・シュジズアンニ（8齢働漉απフzの，エギビの子孫イッテd・

　　　　マルドゥク・バラートゥ（ltti－Mardu々一balatu）の子ネルガル・ウシェーージブ

18）参考資料①と②については，Strassmeier（1892：332－333）のハンドコピーおよびJoannes

　　（2002）による翻字と要約に従う。
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　　　（漉禦」一z磁ε紛の取り分。これをシーン・イリー（翫z一が劾の子孫アルディア

　　　（Ardiya）の子ナブー一一■イッタヌ（！腋罐一が磁塀）は，ネルガル・ウシェージブの手

　　から，25／6マナの銀，1シェケルにつき1／s合金のnblipkutbl銀で購入した。

5－9：その銀は，マルドゥク・ナーツィル・アプリ（Marduk－na＄ir－mpli）のものである。

　　　この文書はマルドゥク・ナーツィル・アプリのために作成された。これらのカーヌ

　　　と奴隷にナフ㌧・イッタヌの取り分は何もない。

裏面

　10－17　　言正ノVo

　　　　　果樹園の管理人エティル・マルドゥク（E妙一Marduk）の子アラド・バーブ

　　　　　（A　rad－Bdibu）　，

　　　　　ダンネーア（Dα朋6α）（の）子孫エティル・マルドゥク（EtirwwMardztfe）の子ナ

　　　　　ブー・ブツリツス（Nabab－bZtl／issu），

　　　　　ダビビ（1）abibi）〈の）子孫イッティ・ナブー・バラートゥ（ftti－Nabab－baldtu）

　　　　　の子マルドゥク・ベールシュヌ（ル勉7伽か∂薦観の，

　　　　　鍛冶屋（の）子孫ナブー・アハ（Nabab－aha）の子イクプ（fquPZt），

　　　　　織工（の）子孫バーニヤ（β伽加）の子シャマシュ・エリーバ（Sα窺θ5マ渤α），

　　　　　シーン・ナーディン・シュミ（Sfフz－nddiフz－5z4フク2　i）の子孫ニクダ（Niqudα）の子ナ

　　　　　ブー・エッィル・ナプシャーティ（！賑厩一εグァーπ砂㍍切，

　　　　　イナ・ベール・ウルタラバ（動α一be’1一一zcltarak）の子ハンバク（ffanbaqbl），

　　　　　酪素ビ（Egibi）（の）子孫ベール・アッヘー・イッディン（B2あα乃乃2－id（ii7z）の

　　　　　子カルバヤ（Kalbdi）

　18－20：カルビ・ナンナ（Kalbi一八「anna）（の）子孫イキーシャ・マルドゥク（匂語α一

　　　　　MardZtfe）の子ベール・イッタヌ（，86♂一ittalzu）、書記。バビロン。バビロン（の）

　　　　　王T諸国の王ダリウス18年第1月24日。

参考資料②：Dar．465の翻字と翻訳

Dar．　465

翻字

衰面

　L
　2．

　3．

　4．

…d

t．GUR磁魂一2ガ∂DUMU語IK：二一dAMARUTU－TI疑DUMU　iE－gi－bi

ina　hu－ud　lib－bi－sVu’　a”hi　HA．LA－s“as’　s’a’　i－na　10　GI．MES

s”＝f　iwwna　URU　HUR．SAG．KALAMMA　sVa’　DA　E　iSU－dAMAR．UTU　zl　aumhi

HA．LA－s“u’　i－na　idEN－s’u－zi2－an’ni　sVd　itwwti　iKal－ba’a
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5
6
7
8
9
1
0

［DUMU］一svu’　s“a’　idEN．SES．MES－MU　DUMU　iE－gi－bi　zi－i2－2iz　a－na

［35／6］　MA．NA　KU．BABBAR　s“a’　ina　1　GIN　bit－qa　nu－arh－lzu－ttz　a－na　idAG－it－tan－nzc

［DUMU　s’a’　ilR－ia　DUMU　id］30－DINGIR　“idrmdin　KU．BABBAR　a4　35／s’　MA．NA

［’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’”］一x　DUMU　s”a’

［＋・＋・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…＋・・・・・・・・・・・・…＋・・・…一・＋・＋・］一BE

（…）

裏面

　11

　2’，

　3’．

　4．

　5’．

　6’．

　7’．

　8’．

［．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・…E・・…i］Ba－ni－ia

A　LU．US．BAR　idAMAR．UTUwwMU－URI3　A－s“u’　s’a’　idEN－na一＄ir　A　LU．SU．HA

icl

dN－it－tan－nu　A－sVu’　sVa’　iSul－lurmmu　A　id30－SISKUR．SISKUR－SE．GA

idAG－SUR　A－s“u’　s“a’　idAG－SUM．NA　A　LU．GAL．DU

id
dNrmitwwtanmanu　DUB．SAR　DUMU　s’a’　iBA－s’a’一dAMARUTU　A　iUR－dNANNA

TIN．TIRi〈i　ITI．BAR　U．24．KAM　MU．！8．KAM

iDa－a－ri－ia－mumusV　LUGAL　TIN．TIRi“i　LUGAL　KURKUR

［．．・一・一・＋・i］ciAG－A－MU

翻訳

表面

　1－7：エギビの子孫イッテイ・マルドゥク・バラートゥ（ftti－Marduk－balatu）の子ネル

　　　　ガル・ウシェージブ仏押回ム葡62紛は，自らの意思で，フルサダカラマの町にあ

　　　　るエリーバ・マルドゥク（Eriba－Marduk）の家の隣の10カーヌの半分の彼の取り

　　　　分と，エギビ（Egibi）の子孫ベーール・アッヘー・イッディン（B屡σ妙2一ゴ44切の

　　　　〔子］カルバヤ（Kalろdi）と共岡で所有しているベール・シュジズアンニ

　　　　（B2姪癬田川のの半分の彼の取り分を，シーン・イリー（Sin－ili）の［子孫アル

　　　　ディア（A　rdtva）の子］ナブー・イッタヌ（！惚砺一価σ膨）に，35／6マナの銀，1

　　　　シェケルにつき1／s合金のnuhhutbl銀で売った。その35／6マナの銀［……］。

裏面

　1’一4’1［…〕織工の子孫バーニヤ（B伽加），猟師の子孫ベール・ナツィル（β6♂一72磯7）

　　　　　の子マルドゥク・シュマ・ウツル（漁7ゴ読尋鰯¢α吻躍7＞，シーン・カラービー・

　　　　　イシュメ（Sin－kantろt“一ガ5フne）の子シュルム（Sullumbl）の子ベールtイッタヌ

　　　　　（Be’1－ittannu），果樹園の管理人の子孫ナブー・イッディン（！前前一毎4勿）の子ナ

　　　　　ブー・エツイル（翫櫨一6グの。

　5’　：カルビ・ナンナ（Ka／bi－Nanna）の子孫イキーシャ・マルドゥク（功醜磁毎7伽々）の
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　　子ベール・イッタヌ（β6♂一ガ’如7z24），書記。

6’一7’：バビロン。バビロン（の）王，諸国の王ダリウス18年第1月24日。

8’：［…1ナブー・アプラ・イッディン（1惚伽一妙伽彪4∫η）。
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